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基礎問題プロジェクト第 8 回研究会は、ニューヨーク工
科大学准教授のキャロル・ダヒヤ博士を講師として招き、

「格差防止に寄与する全校型支援の実際」というテーマの
もとで開催した。この研究会は、伊藤亜矢子准教授（臨床
心理学）が中心になって企画し、当初、本年 3 月に開催を
予定していたが、震災の影響で延期となり、今回、開催に
至ったものである。

近年、日本では、学校が、生徒の低学力、不登校、高校
中退等による格差拡大を防止する機能をどのように果たす
ことができるのか、またその際に、スクールカウンセラー
がどのような役割を果たすことが求められているのかとい
う点に関心が向けられるようになっている。米国では、
2000 年前後から、格差拡大の防止に寄与する学校の機能
が注目されるようになり、スクールカウンセラーの役割や
養成のあり方を刷新する Transformed School Counselor 
Initiative の動きのなかで、スクールカウンセラーも、児
童生徒個人への対応ばかりでなく、学校全体へのかかわり
を通して、よりよい教育環境の形成に寄与することを新し
い役割とするという考え方がとられるようになっている。

ダヒヤ博士は、アメリカ・スクールカウンセラー協会
（ASCA）による全米スクールカウンセリング・スタンダー
ﾄ（C. キャンベル＆ C . ダヒア著、中野良顯訳『スクール
カウンセリングスタンダード : アメリカのスクールカウン
セリングプログラム国家基準』図書文化社）の著者の一人

であり、包括的なスクールカウンセリングプログラムの開
発、実施と評価に取り組み、Transformed School Counselor
のテキストなども執筆されている。

伊藤准教授がコーディネーターを務めた今回の研究会で
は、そのような米国の動きやスクールカウンセラーの新し
い役割を踏まえて、ダヒヤ博士に、全校型支援の実際につ
いてレクチャーしていただくとともに、ダヒヤ博士の指導
のもとで、全校型支援の方略を考えるグループワークを
行った。

第 1 部では、ダヒヤ博士によって、問題を抱えた児童生
徒を支える際に、スクールカウンセラーが校長、教員等と
協力し、共通のビジョンとゴールをもってチームとして取
り組んで動くことの必要性等を中心に、「全校型支援の実
際」についての基本的な考え方が説明された後、参加者が
関係する学校種別（小・中・高）に分かれての討論と、そ
の内容を踏まえた上での全体討論が行われた。

第 2 部では、ダヒヤ博士の指導のもとで、同様のグルー
プ分けによって、「いじめ問題への対処」と「生徒のスト
レスを減らし進学率を向上させる」という課題について、
他の教職員と協働しながら解決する方策を検討するグルー
プワークが行われた。

この研究会には、研究者・大学院生に加えて、多くのス
クールカウンセラー、教員が参加し、日本の教育現場の課
題に即した活発な意見交換が行われた。（平岡　公一）

基礎問題プロジェクト第 8回研究会
「格差を是正する全校型支援の実際」

日時　2011 年 7 月 30 日（土）
　　第 1 部　講演　　　　　　13：30 ～ 15：30（茗渓会館）
　　第 2 部　ワークショップ　16：00 ～ 18：00（お茶の水女子大学本館 125 教室）

講演
　キャロル・ダヒヤ （ニューヨーク工科大学准教授）

通訳
　熊谷　珠美（首都大学東京非常勤講師）

司会
　伊藤　亜矢子（お茶の水女子大学准教授）
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第 1 部　講演

（司会）
皆さま、本日はお忙しい中お集まりいただきましてあり

がとうございます。本日は、ニューヨーク工科大学准教授
のキャロル・ダヒヤ先生をお迎えして、「格差防止に寄与
する全校型支援の実際」というテーマで講演していただき
ます。その前に、まず今回の主催者であるグローバル
COE の平岡公一先生をご紹介させていただきます。

（平岡）
お茶の水女子大学の平岡でございます。お茶の水女子大

学では、「格差センシティブな人間発達科学の創成」とい
うグローバル COE プログラムを実施しております。日本
の社会、日本の学校でもいろいろな格差というのが課題と
なっております。今日は、そのプログラムの一環としてこ
の講演会を企画させていただきました。私は本日、グロー
バル COE 側の担当者として参加させていただいておりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

（司会）
ありがとうございました。講演タイトルに「格差」とい

う言葉が入っていますが、何人かの方から、「格差、ギャッ
プというのは何の格差、何のギャップですか」と聞かれま
した。日本で格差社会、学力格差などと言われているよう
に、アメリカでも、子どもたちの学力の格差を縮めていか
なければいけないとか、全ての子どもたちが高校を卒業し
てきちんと高等教育にアクセスできるようにすべきだとい
うようなことで、政策的な取り組みが行われています。ア
メリカのスクールカウンセラーは 1997 年ごろから役割を
変えてきており、それは「Transformed School Counselor」
というものなのですが、学力も含めて学校の中での成功、
あるいは社会生活を送るに当たっての子どもたちの成功を
包括的に支援する人としてのスクールカウンセラーという
ふうに、スクールカウンセラーの役割が革新されてきてい
ます。

今回はそういう意味で、スクールカウンセラーが学校の
中で多様な側面において全校型のアプローチをするときに
どういうことが必要か、どのように協働をしていくのか、
アメリカのスクールカウンセラーがどのように学校の人た
ちと一緒に働いていくのかということをお話いただく予定
です。

それでは、これから前半のレクチャーをお願いします。
通訳は首都大学東京の非常勤講師でいらっしゃる熊谷珠美
先生にお願いいたしました。よろしくお願いします。

（ダヒヤ）
皆さん、ようこそお越しくださいました。ありがとうご

ざいます。今日の講義を始める前に、まずアメリカでのス
クールカウンセラーが 15 年前はどんなものだったのか、
また、15 年たった今はどういう状況なのか、そしてこれ
からどういう方向にアプローチが進んでいこうとしている
のかについて、お話をさせてください。

1995 年のアメリカでは、おそらく今の日本のスクール
カウンセラーの状態と非常に似た状況にありました。1997
年に、スクールカウンセリングに関する大きな変革が始ま
ります。その大きな変革をアメリカで実施することになっ
た理由は、たぶん今日ここに皆さんがいらしてくださって
いる理由と同じなのですが、スクールカウンセラーによる
全ての生徒たち、児童たちの支援をもっと有効なものにす
るために始まったわけです。アメリカも日本と同じように
非常に多種多様な背景の種類の子どもたちがおり、全ての
子どもたちが学校でうまくやっているわけではなかったの
です。

そしてわたしたちが何年もかけて分かってきたことです
が、たったひとりの人ががんばったからといってひとりの
生徒の悩み、問題というのを解決することはできない。ス
クールカウンセラーも同様です。ですから、今日の講義で
はぜひ、そのチーム作り、連携、そしてスクールカウンセ
ラーがほかの教員の方々、校長たちと協力をしていくとい
うことがどれだけ大事なのか、そういうことをお話したい
と思います。

1997 年に、アメリカのスクールカウンセラーの全国協
会で、全国的な基準を標準化する作業が行われました。そ
のナショナルスタンダートというのは、全ての生徒がどう
いう知識や態度を持ち、そしてどういうスキルを獲得する
ことが必要なのかということについての、共通した基準に
なったわけです。この基準を持つことによって、ニューヨー
クからカリフォルニアに至る全ての地域で、全てのスクー
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ルカウンセラーが生徒たち、子どもたちのために同じ目的
を持って活動をすることが可能になりました。そして、全
ての学校にスクールカウンセラーがいることによって、い
わゆる問題を抱えている生徒だけではなく、全ての生徒が
スクールカウンセラーの恩恵を受けることができるように
なっていきました。

2003 年に、同じアメリカのスクールカウンセラー協会
が、スクールカウンセリングのモデルを作りました。今日
このモデルを皆さんにお配りしましたが、これは「これを
ぜひやってください、日本でもやれますよ」と言うためで
はなく、このモデルがより多くの生徒にサービスを届けら
れるようにするために、どのようにわたしたちの働きを組
織していけばいいかということを考えていく上で役立つと
思うので、そのご紹介にと思ってお渡ししてあります。

このモデルがわたしたちアメリカのスクールカウンセ
ラーにとって役立ったのは、まずアメリカでのスクールカ
ウンセラーが常勤でほぼ毎日学校に来ているからです。毎
日学校にいられるという意味で、わたしたちは皆さんより
もより多くの時間を持っているので、すべての子どもたち
それぞれに対応していけるという利点があると思います。

日本でも、伊藤先生やこの中にいらっしゃる皆さんに、
将来的に全国的な標準やモデルというのを作っていただい
て、日本のスクールカウンセリングの状況をより向上させ
ていただければと願っています。この ASCA モデルが日
本語に訳されたとしても、必ずしも日本の皆さんのニーズ、
現状に合ったものではないと思います。だからぜひ、日本
の皆さんが、自分たちの手でモデルを作っていただきたい
と思います。

2003 年にこの ASCA モデルが開発されて出てから分
かったことのひとつは、カウンセラーが教師、校長といっ
た方々と協働していくということが非常に大事だというこ
とです。生徒たちは本当にたくさんのニーズがあります。
でもそれを支援する専門家の数が足りないわけです。だか
ら先生方と手を組んで、手を取り合っていくということが
非常に大事です。

ここにいる教員、そしてカウンセラー、そして学生の皆
さんと一緒に考えていきたいのは、学校の目標に対して一
緒に取り組んでいくということがどれだけ大事なのかとい
うことです。校長が学校で掲げる目標は、生徒にとっての
最善を目指したものです。今日は、お互いから刺激を受け
て、新しいアプローチの仕方というのを学んでいただけれ
ばと思います。

私が働いているニューヨーク工科大学は、名前こそ工科
となっていますが、教育学の部門もあり、そこでわたした
ちは学校のリーダー、スクールカウンセラー、教師、校長、
そういった方々のトレーニングを行っています。スクール

カウンセラーや教師、校長というのは、これまで一緒に学
びあう時間が十分ありませんでした。今日は、そのことに
ついてわたしがこうすればいいのではないかと思う考えを
いくつかご紹介しますので、皆さんもお持ちのアイデアを
ぜひわたしに教えていただければと思います。

ではさっそく、全校型のアプローチについてお話したい
と思います。なぜわたしたちが学校にカウンセリングのプ
ログラムを持つのか、その重要性についてまず考える必要
があると思います。

日本もそうだと思いますが、アメリカでも保護者は子ど
もを学校にカウンセリングを受けさせるために行かせるわ
けではありません。教育を受けさせるために送っているわ
けです。でも実際カウンセラーの仕事というのは非常に学
校の中で重要なものであります。その理由というのはたく
さんあるのですが、いくつかは今ここに挙げてあります。

皆さんお手元に資料があると思いますので全部は言いま
せんが、何よりも大事なのは、とにかく全ての生徒、その
子どもがたとえば貧しかろうが、裕福であろうが、すごく
優秀な子であろうが、障害があろうが、全ての子どもたち
が最大限力を発揮できるように支援をするということがあ
ります。そして、そういった全ての生徒が質のよい教育の
重要性というのを理解し、他者とよりうまくかかわってい
けるように支援をするというのが非常に重要な目的になり
ます。

ではなぜスクールカウンセラーが協働する必要があるの
でしょうか。スクールカウンセラーひとりだけでは、全て
の問題を解決することができないからです。またスクール
カウンセラーの役割として大事なのは、子どもたちがなぜ
学校が必要かを理解するために、全ての教師そして校長、
また家族の方々にとって、どうすることが必要かを考えて
いくことです。そしてカウンセラーがひとりで解決しよう
と取り組むよりも、教員や家族の方たちと一緒に取り組む
ことで、問題はより解決しやすくなります。

きっとすべての皆さんが何らかの形でチームという活動
をされたことがあると思いますが、わたしたちは、学校全
体がひとつのチームだというビジョンを持っています。
チームというのは共通の共有した目的、ゴールがあるとい
うことが大事なのです。人々がそれぞれ一緒にやりたいと
いって集まるだけではだめで、同じ共通の目的を持って一
緒に取り組むというゴール、ビジョンがあることがチーム
をつくるということです。ゴールを持つことが大事だとい
う定義をぜひ皆さんの心に留めていただいて、ご自分の学
校に帰った際に同僚やほかの教師とチームを作るときに、
使っていただければと思います。

協働というのは、チーム作りと少し違います。協働とい
うのはチーム作りと同じように、共通のゴールを持つとい
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う点は一緒です。しかし協働という場合には、責任をお互
いにわかち合うということも出てきます。わたしの強みを
あなたの強みで補う、またわたしの弱いところをあなたの
弱いところで補うという、補完しあう相互的な協力という
のも出てきます。そして協働というのは、お互いを尊重し
あいあうという中で一番力を発揮できるのです。教師がス
クールカウンセラーに敬意を払う、スクールカウンセラー
も教師に敬意を払う、そしてすべての人が校長に敬意を払
う、そういった中でよい協働というのが可能になるわけで
す。

この今日の講義で、「協働」という言葉と「チーム」と
いう言葉は両方大事なものなので、それについてお話した
いと思います。この 2 つが子どものために働くということ
で一番大事なポイントになってくると思っています。

スクールカウンセラーは、協働の中で、ほんの少しだけ
アドバンテージを持っています。スクールカウンセラーは
グループで仕事をすることに関してトレーニングを受けて
いますので、知識があります。たとえばグループの中で葛
藤が起こったりということがありますので、そういったと
きに仲介する役割としての力を発揮できます。

先生方も大きなグループでいかに働くかということにつ
いて、長けていらっしゃると思います。教師は、見てとれ
る子どもたちの行動に関して取り組むことができますし、
スクールカウンセラーは、なぜその子どもはそういう行動
をするのかというダイナミズムに取り組んでいくことがで
きます。だからこの教師が持っている強み、そしてスクー
ルカウンセラーが持っている強みを合わせれば、どういっ
た問題でも解決できるぐらい強力なものになると思います。

人々は、協働しあうことに対して抵抗を示したりするの
でしょうか。ほかの人と一緒にやるというのは、実はとて
も大変なときというのもありますね。でもどんなに協働す
るのが大変だとしても、やはり多くの人が一緒に取り組む
ことによって達成できるものはより大きくなると思いま

す。「ああ、この人はもしかしたら一緒にやっていきたい
と思っていないかもしれないな」というのはどのようにし
て分かりますか。やはり意見が合わない、それには賛同で
きないというふうになっているときには、「一緒にやりた
いと思っていないな」と顔で分かりますね。また、態度や
姿勢で示してくる場合もありますね。

なぜ一緒にやりたくないのか、理由についても考える必
要があります。仕事が増えるというのはいやだと思います
よね。または自分だけが正しいことを知っている、分かっ
ているというふうに思っている人もいますね。だから
ちょっと時間を取って、どうして人々が協働したくないと
思うのか、そしてそういう人たちにいかに協働してもらう
ように促していけるか、そのことについて少し考えていき
たいと思います。

今、学校の中で直面している課題を何かひとつ考えてい
ただけますか。

［フロアから、出席・生徒の態度・中退・いじめ・不登校
などの問題が挙がる。］

では次に、カウンセラーがどんなふうにこの問題に取り
組むことができるかについて考えてください。ひとりでで
きることはなんでしょうか。カウンセラーは、ひとりで中
退問題を解決できると思いますか。もしその方向を思いつ
くことができたら、皆さん大金持ちになれると思います。
もし学校の教師がそういう解決方法を考え出せるとした
ら、それこそ億万長者になれると思います。でも、教師と
スクールカウンセラーが共に手を取り合って問題を解決し
ようとしたらその力は本当に 2 倍にも 3 倍にもなりうると
思います。

いじめについてちょっと考えたいと思います。実際、小
学校でも中学校でも高校でも、いじめの問題というのは起
こっています。学校の中でいじめを解決しようと取り組ん
できたなかで、皆さんにはどんなやり方があったでしょう
か。

ちょっと時間を取って、教師というのはいじめを解決す
るためにどんなことができるか、スクールカウンセラーが
どんなことができるか、というのを紙に書き出していただ
けますか。アメリカでも高校生に非常にいじめも多く発生
していて、いじめが原因で学校を退学せざるをえないとい
うことが起こっています。あなたひとりでできる解決策と
いうのも書いていただきながら、ほかの人たちと一緒に組ん
でやれる解決策というのも、あわせて書き出してください。

［この後、参加者はそれぞれが関係する学校種別（小・中・
高等学校）に分かれてディスカッションを行った。］
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（ダヒヤ）
それでは皆さん、いろんなアイデアを出していただいた

と思います。その中で、ひとりでできることと、協働して
一緒にできることを考えていただいたと思いますが、さっ
そく少し紹介していただこうと思います。まず小学校の
チームの中で紹介していただける方、お願いします。

（フロア）
ひとりでやる場合は、1 対 1 でいじめられた子どもやい

じめた子どもに話を聞く、可能な限りで原因を調べるなど。
同僚と一緒にやる場合は、子どもについての情報交換、教
師との役割分担など。最終的には、連携しないと何もでき
ないのではないかという話になりました。

（ダヒヤ）
教師、カウンセラー、管理職に加え、保護者の方や地域

の方たちも巻き込んで話をしていくと、より問題の背景、
どうしてそういうことが起こっているのかということが分
かってきます。多くの人にかかわってもらえばもらうほど、
より強力な計画というのが生み出せるようになります。協
働しあうチームの中に、子ども自身の声も入れてあげるこ
とが非常に大事なことがあります。

ほかの小学校のグループの方、いかがですか。

（フロア）
ひとりでがんばるという場合は、まずいじめられた子の

100％味方になること、学級の観察や当事者たちの様子を
見て、解決に結びつくアドバイスができたらよいと思いま
す。同僚と一緒にやる場合は、担任、養護教諭、学年主任
と一緒にできたらいいということが出ました。

（ダヒヤ）
養護教諭と担任の教師というのは問題の解決に非常に大

きな役割を果たしてくれますね。担任の教師はある側面か

ら物事を見ますし、またスクールカウンセラーもスクール
カウンセラーの立場から見る視点というのがあります。そ
してそのほかの人たちからもいろんな視点から見えるもの
というのがありますので、それが大事ですね。

今日はいじめに関してのワークショップではないんです
けれども、いじめに関して考えるときに、被害を受ける子
どもがまずいます。そしていじめる子というのもいます。
そしてもうひとつ傍観者の子どもたち、何もしないけれど
も見ている子たちというのがいます。この傍観者にも、一
緒に行動してもらうことができるかもしれません。

中学校のグループはいかがでしょうか。

（フロア）
まず、子どもそして先生方からの聞き取りで、起こって

いることの構造を理解すること。また、教室で観察したり、
職員室に出向いて行って、担任だけではなく教科の先生す
べてから情報を集めるということが大事だと思います。

（ダヒヤ）
アメリカでも中学校は日本と似たような仕組みになって

いて、たくさんの教師がクラスの子どもにかかわるような
形になりますので、ときにはスクールカウンセラーが 7 ～
8 人の教師と一緒に協力して協働しなければいけなかった
り、7 ～ 8 人の教師がスクールカウンセラーと協働する必
要があったりします。

また、関係している人たちも、より一緒にかかわっても
らうように促すことも大事だと思います。担任の教師もそ
うですが、ほかには管理職や学校の職員、職員というのは
授業を持っていなくてもいろいろな形で生徒たちを見てい
ますので、ぜひ一緒に協力していただけるといいと思いま
す。

（フロア）
いじめられている生徒の話を聞けたとして、その生徒が

教師などほかのひとには言わないでほしいという例があり
ます。しかし、カウンセラーは勤務が週 1 回なので、教師
にはさりげなく見守ってほしいと実際には伝えることがあ
ります。協働は重要ですが、生徒がカウンセラーのところ
に行かない理由は、行ったら先生に筒抜けになるからだと
いう話もあり、中学生は非常に敏感だということも肝に銘
じる必要があります。

（ダヒヤ）
守秘義務について非常に大事な指摘です。やはり多くの

場合、守秘義務のことで非常に難しくなることが多いと思
いますが、協働するということにおいていわゆるだれだれ
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の名前をもらすとか、そういうことより、大きな問題に関
していかに解決していくかという視点が必要だと思いま
す。特にスクールカウンセラーがいないとき、教師がある
程度情報を知っておくということが必要として出てくると
思います。

守秘義務に関しては本当に非常に慎重に扱わなければい
けないですし、それがだれも傷つかないという状況である
限りにおいて守るべきものであります。しかし、もしだれ
かが傷ついてしまうというような状況にある場合は、アメ
リカの倫理で考えると、必ずそのことを知る必要があるす
べての人が必要なだけの情報を知っておくということがよ
り大事になると思います。

いまのチームから学ぶべき大事なことは、やはりスクー
ルカウンセラーは週に 1 日しかいないので、教師、職員そ
して管理職の方たちを巻き込んで協働するということが非
常に大事なことだということです。

ほかに、高校生のグループではいかがですか。

（フロア）
ひとりでやる場合、まず問題を発見して同僚の教師、担

任、上長につないでいくということが一番だと思います。
男性教師と女子生徒とでは、ハラスメントなどでいろいろ
な問題があります。高校ではカウンセラーがいない場合も
多く、私の学校では保健室登校を認めて、問題がある学生
のためにネットワークを作っています。保護者との対応の
問題などもあるので、学生が「言わないで」と保健の先生
に言った場合、極力名前は伏せますが、情報は共有化する
ようにしています。

（ダヒヤ）
生徒が成功をおさめていくには、やはり保護者のかかわ

りというのは非常に重要です。それから、男性教師と女子
生徒、女性教師や女性カウンセラーと男子生徒、そういっ
た場合にも、やはりこの年代になると異性の教師に話しづ
らいということがありますので、性別も含めてよりいろん
な方々に一緒に協力してもらうということが非常に大事だ
と思います。

今日は簡単なアクティビティでしたが、このことを皆さ
んの学校の中で何らかの形で生かしていただければと思い
ます。どんな問題があっても、このような連携、会話をす
ることによって、問題を解決したり、解決の糸口を探って
いくことができると思います。わたしにとってもひとりで
やったほうが容易いように思うこともありますが、それで
もやはりもっといろんな人と協働することによって、もっ
とよりよい成果を出せると思います。

違う業種の人たちと一緒に働いていくときというのは、

教師も、カウンセラーも、校長、管理職もそうなのですが、
時にはいらいらしてしまうとこともあります。協働してい
くのは時間がかかるものではあります。それでも、それに
時間を費やすことによって、よりポジティブな学校風土と
いうのが生み出せると思っています。

スクールカウンセラーの方々は、週 1 回勤務というのが
多いと思いますが、たとえそれだけのかかわりだったとし
ても協働するということは非常に大事です。1 週間に 6 時
間しか学校で時間が取れない状況であれば、どこでほかの
人たちと協働する時間を生み出せるのかと悩むこともある
と思います。しかし、逆を考えるとたった 1 日しか学校に
いないわけですから、協働するということはほかの何より
も重要なことになるわけです。

わたしもスクールカウンセラーなのですが、保護者、教
師、校長、そして担任の教師が子どもに与える影響力の大
きさというもののすごさを、身をもって知っています。そ
れぞれの人たちが持っている影響力というもの、そしても
たらしてきているものに関してやはり敬意をひとつひとつ
に払っていくことが大事だと思っています。

学校にいる全ての生徒に成功してもらうためには、やは
りわたしたちが協働する時間を必ず作っていかなければい
けないと思います。変化というのはわたしたちが作り出す
ものです。ほかの人が変えてくれるものではないので、こ
の学校をよりよい場所にし、すべての子どもたちがもっと
力を発揮できるようにするには、わたしたち自身が変えて
いこうという会話を始めなければいけないわけです。だか
ら、チームを作ったり協働していくということは非常に効
力のあることです。

今日、皆さんにエクササイズをしていただきましたが、
こうやって話し合う中で共通の目標というのが生まれてき
ましたね。どうやって解決していくかという共通の方向性
についても、話し合いが進んでいました。他の人が自分よ
りよい考えを持っていると、つねに思うべきだということ
ではありません。しかしやはり教育という場においては、
みんなが同意するということ、そして一緒にやっていくと
いうことが非常に大事なことです。今日は、本当に活発な
議論がなされていたと思います。やはり仕事というのは時
には困難なことも多く、頭痛の種にもなります。でもこう
して一緒に話し合うことによって、やっていけるという思
いが生まれてくると思うのです。

協働するという形には 2 つ種類があります。ひとつは公
式なもの、そしてもうひとつは非公式なものです。学校に
おける問題解決は、時には公式なものである必要がありま
す。今日のように、いじめなど特定の問題に対してチーム
で取り組むこともあります。それは、学校の問題を解決す
る公式なタイプのものかもしれません。カウンセリングの



�

第 8 回研究会

ための学校委員会とか、特別支援教育のための学校委員会
などです。

このような公式な協働も非常に重要なのですが、また別
のかたちの協働もあります。ほかの先生方と、お昼を食べ
ながら話したり、廊下で会ったときや、放課後に話をする
ことはありませんか。居酒屋で話すこともありますね。

このように、多くの協働の形があります。どんな形でも
コミュニケーションがあればあるほど、よりよく問題を解
決していけるということを覚えておいてください。アメリ
カでは「ノー・チャイルド・レフト・ビハインド」という、
どんな子どもも置き去りにしないという意味の法律があり
ます。わたしはむしろ、どんな教育者も置き去りにしない、
と言いたいと思います。

連携というときに、もうひとつ考えたいのが地域にいる
人々のことです。学校に通う子どもがいなくても、地域の
人たちというのは学校に対して様々な形で支援をしてくれ
ています。このスライドに挙げているような例もあります
が、ご自分の地域のことを考えてみていただければ、もっ
と付け加えられると思います。

わたしはスクールカウンセラーとして、大学や高等教育
機関と連携をすることを大事にしています。なぜなら、大
学生というのは小学生、中学生、高校生にとって非常にい
いロールモデルになるからです。東京にはたくさん大学が
あるので、ぜひ「手伝ってください」と電話してみてくだ
さい。

わたしたちは誰と協働していくかを考えると同時に、ど
のように協力してもらうかということも考える必要があり
ます。これはそれほど簡単なことではないからです。スクー
ルカウンセラーの方は、修士課程で学んだグループワーク
についての知識やスキルをぜひ生かしてください。管理職
は、スクールカウンセラーのうまく手助けする能力に期待
してください。

また協働というのは、一夜にして生まれるものではあり

ません。粘り強さも忘れないでください。あなたが苦手な
人について思い浮かべ、その苦手な人とどんなふうにうま
く協働していけるか、考えてください。大人同士がうまく
協働しあえるのであれば、学校というのはより幸せな場所
になっていくはずです。両親は、子どもを育てるのは自分
自身の責任だと考えているとしても、すべての家族がかか
わっていくことが大切だと理解する必要があります。学校
も、家族と同じように考えてみてください。すべての人が
責任を分かち合っています。

もうひとつ大事な考え方としては、スクールカウンセ
ラーと校長が一緒に計画を立てるということです。校長が
カウンセラーの果たしている役割について十分に理解を
し、そしてスクールカウンセラーも校長が果たしている重
要な役割について理解していれば、ほかの教員との連携が、
たとえスクールカウンセラーが毎日いなくても楽にやって
いけます。また、学校の教員と校長が一緒にやっていくと
いうことも、非常に大事だと付け加えたいと思います。

最後に、連携、協働におけるパートナーシップについて
お話します。わたしたちが共通のゴールを持っていれば、
目的も同じです。たとえばいじめについてですが、わたし
たちは地域全体の問題を解決するようなことはできません
が、学校をより安全でよりお互い敬意を払い合うような場
所にすることができます。それは生徒たちだけではなく、
わたしたち教員、大人にとってもです。わたしは、大人と
いうのは子どもよりも賢く、より力があり、そして解決す
る能力もあると考えたいと思います。学校の問題をたった
ひとりの人が全部解決しようとするより、チームを作った
ほうがよりパワフルです。

今日はこの場所に校長先生と副校長先生がいらっしゃい
ますが、きっと学校における問題のほとんどすべてのこと
をケアしなくてはならないという責任を感じてらっしゃる
のではないかと思います。しかし、みんなが同じ目標を持っ
て動かないと、それはたいへん難しいことです。

最初に、子どもたちの中に十分な支援を受けられていな
い、また十分に成功できていない子がいると話しました。
わたしたちが学校内で協働することができれば、すべての
子どもたちがわたしたちにとって可能性のある大事な子ど
もたちになります。言い換えれば、学校にいるわたしたち
すべての大人がすべての子どもたちの幸せに対して責任を
持っていると言えると思います。その子どもはあなたが担
当している子どもではないかもしれません。しかしあなた
のいる学校の生徒です。学校にいるすべての子どものため
に、協力してゴールを見据える必要があります。

スライドで示している「再構築のためには、まず始めに、
私たちが子どもたちのために設定した目標と私たちが彼ら
に対して抱いている信念をじっくりと見極める必要があ
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る」という言葉は、社会正義に関して活動している Asa 
Hillard Ⅲという人が書いたものです。やはり学校にいる
子どもたちの中にはうまくできない、学校がもたらしてく
れる利益を十分に活用できていない子どもたちがいます。
それは家族が十分なケアをしていないために、力を発揮で
きていないのかもしれません。しかしカウンセラー、教師、
校長が一緒に共に手を取り合うことによって、学校にいる
すべての子どもが十分な良質な教育を受ける権利を保障し
てあげるということができるようになります。

これから学校が始まると思いますが、今日この話から、
新学期の新しい取り組み、アイデアというものを受け取っ
ていただけたら幸いです。

第 2 部　ワークショップ

（ダヒヤ）
今日は、これからグループワークをやっていただきます。

それによって、学校が再開したときにこうしたらいいとい
うアイデアを持って帰っていただきたいと思っています。
今日やっていただきたいのは、皆さんの目標と学校の目標
を一致させるということです。このワークシートを見てい
ただけますか。

最初の列に、学校目標を 2 つほどすでに書き入れてあり
ます。その下に空白の欄があるので、そこに皆さんの学校
で必要だと思える目標を書いていただけますか。学校の教
員として、スクールカウンセラーとして、校長として何が
目標として大事だと思うか、書いてみてください。そして、
考えたことをチームで話し合ってみていただけますか。
きっと違う学校でも似たような目標が出てくるのではない
かと思います。

［参加者はグループに分かれて、ワークシートに記入。］

（ダヒヤ）
いろいろ書いていただいた中から、ひとつ学校目標を選

んでください。そして、たとえば教室、もしくはカンセリ
ングルームでできることなど、その目標を達成するために
どんな活動ができるかというのをひとつ考えてください。
そして次に、その活動をどんな人と一緒にやれるといいか
考えてください。その活動が、どの学年の子どもたちに向
けてやるものなのかというのも考えてください。幼稚園児
なのか、中学 2 年生か、高校生なのか。期待される効果と
いう欄には、これによってどんなことが起こってほしいと
思っているか、どういうことが起こると期待されるか、そ
ういったことを書いてください。

たとえば学校の教師が授業や活動を計画するときに、そ
の授業後になにが起こってほしいかというのを念頭に置い
て考えています。同じように、スクールカウンセラーが活
動を計画するとき、子どもたちにどんなことが起こってほ
しいと期待しているでしょうか。アメリカでは、これを「イ
ンテンショナル・カウンセリング」（意図を持ったカウン
セリング）といいます。

きっとそれは先ほど話した「ノー・チャイルド・レフト・
ビハインド」（NCLB の法律）の影響かもしれませんが、わ
たしたちは何かやるときにある目的を掲げてやっています。
教師が、何を教えるか、なぜ教えるかということに目標を
もっているように、スクールカウンセラーも目的をもち、
なぜカウンセリングをするのかということを考えていく必
要があります。計画をするときに、まず学校の年間を通し
た目標、どんな活動をしていくか、そしてだれと協働して
いくといいのかを考え、その中で子どもたちにどういった
ニーズがあるかということも理解しながら立てていってく
ださい。そしてこのような計画と連携によって、わたした
ちは望んでいる結果を導き出すことができるはずです。

どんな学校の目標も、たったひとつの活動で達成できる
わけではありません。たとえばその学校の生徒たちの読解
力を向上させたいと思ったときに、たったひとつの活動で
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それが達成できるでしょうか。それは学校の教師にとって
も、カウンセラーにとっても同じです。たったひとつの活
動で変化をおこすことは不可能です。奇跡を起こす方法を
知っていれば別ですが。そこで、教師とスクールカウンセ
ラーが一緒に計画を立て、計画が実際に実行されていくと、
その結果というのはかなり力強いものになるわけです。

ではこれから 2 つのアクティビティを皆さんにやってい
ただきます。それぞれのチームによってどちらのアクティ
ビティティがいいかというのは違うと思いますので、選ん
でください。最初のアクティビティは、いじめについての
アクティビティです。いじめというのはやはり日本でも大
きな問題になっていると思いますが、それはどこの国でも
一緒です。

2 つ目のアクティビティはストレス、高校を卒業するこ
と、または卒業後の進路についてのことです。

（司会）
学校ストレスというのは、いじめに遭ったり、友だちと

うまくいかないなど、学業だけではなくて、様々なストレ
スという意味です。

（ダヒヤ）
これは、高校生のチームに役立つアクティビティかもし

れません。また中学生のチームでやっていただくのもいい
かもしれません。学校を卒業した後のことについて考え始
める時期でもありますので。これからやっていただくアク
ティビティは、これはご自分の学校で、現場に戻られてやっ
ていただいてもいいものだと思います。

注目していただきたいのは、結果もそうなのですが、そ
れ以上にどんなふうにそれを一緒にやっていったかという
プロセスです。どちらのアクティビティもグループワーク
になりますので一緒に取り組んでいってください。

これからこの 2 つのアクティビティについてもう少し説
明をしていきますので、それを聞いて各チームでどちらを
やるか決めてください。アクティビティでまず行うのは、
データ（情報）から何が分かるかを考えることです。その
データはあなたにとってどんな意味があり、何を教えてく
れるでしょうか。まず、どのデータを見たらよいでしょう
か。

たとえばひとつ目のアクティビティであれば、いじめが
学校で問題となっていた場合に、どのようにいじめが起
こっているというのが分かるのでしょうか。どこの情報か
らそれが分かるかということをまず考えてください。観察
から得られる情報というのもありますね。時には、あなた
に直接子どもが話をしてくれるかもしれません。けんかや
生活指導に関して、校長が記録をつけているかもしれませ
ん。たとえば校長が、このけんかはいじめの結果起こって
いるかどうかの情報を持っているかもしれません。そのよ
うに学校の中に散らばっている情報を通して、わたしたち
はどれぐらいの生徒が今困った問題を抱えているかを知る
ことができるわけです。

小学校ではたとえば休み時間というのがあると思いま
す。その時間に、結構多くの子どもがいろんなトラブルを
起こしてしまうわけです。校長というのはその情報を把握
しています。校長や子どもたちと直接わたしたちが話さな
い限り、何がどうしてそのことが起こったのかというのは
知りようがないわけです。子どもがあなたに、「実はこう
いうことが起こったのはからかわれたからなんだ」とか「い
じめがあったからなんだ」というふうに教えてくれたら、
その時点で「あ、ここでいじめの問題が起こっている」と
いうことが理解できる、その情報が得られているわけです。

たとえば、ある子どもが毎日出席していたのにある日を
境に毎日来なくなってしまった場合、出席という情報から
何かが起こっているということをわたしたちは推測できる
わけです。だからこういった出席のようなデータもいい情
報ですし、または観察から得られる情報もありますし、子
どもたちが直接わたしたちに打ち明けてくれる話の内容に
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もたくさんの情報が含まれているということです。
データというふうにわたしが言ったときには、まず得ら

れる情報のことだと考えていただいて、そのあとにアセス
メント、査定というのがきます。このように情報を集める
というのは、いわゆる探偵になるような気持ちでやってい
ただければと思います。テレビの科学捜査ドラマＣＳＩシ
リーズは日本でもやっていますね。ご存知ですか。まずは
調査をして情報を集め、情報を吟味し、そこから理解をし
ていく、そういった探偵、調査官がやるような作業をして
いきます。

中学生チームや高校生チーム向けかもしれませんが、ど
んなふうにして生徒たちがストレスをかかえているなとわ
たしたちが知ることができるでしょうか。ストレスの結果
として、どのような行動をわたしたちは見て取れるでしょ
うか。出席に関して影響が出たり、あるいは教師に怒鳴っ
たり、ひとりでいたり、たくさんの形で子どもはストレス
を受けていることを示してくれます。眠れないといったこ
とも出てくると思います。そのように、学校の中で情報収
集できるデータからいろいろなことを見ていきます。どの
子が学校に来なくなったとか、どの子がトラブルに巻き込
まれるようになったかとか、出席がよかった子だったのに
急に出席率が落ちただとか、そういうデータを見ていきま
す。

学校生活上のストレスというのは、学校の風土に非常に
関係があります。生徒がどのような理由であれ、学校にい
て安心できるというふうに感じられない場合、卒業率とい
うのは非常に下っていきます。卒業率が下るということは、
生徒たちは入学試験を受けないということも意味しますの
で、大学進学率も同様に下っていきます。

学校で得られる情報をわたしたちが収集して把握してい
くことによって、何の問題が起こっているのか、そしてだ
れが問題を抱えているのかということをより理解すること
ができるわけです。

ではこれから、これら 2 種類のアクティビティについて
見ていただいて、どれを皆さんやりたいかというのを考え
ていただきます。まずどんなデータが有用かを考えてくだ
さい。その情報を使ってどういった計画を立てられるかと
いうことを考え、そしてそのあとにどんな戦略がその状況
を変化させることができるかについて考え、それをするた
めにはだれと協力をする必要があるのかということを考
え、そして、次にどんなステップを取るのがいいのか考え
てください。

［このあと参加者はグループに分かれてアクティビティを
行い、その中からいくつかの結果発表が行われた。］

（ダヒヤ）
最後に二つだけお話します。問題解決を学校で協働して

やっていく際に、校長がこれをやる意義をきちんと理解し
ているかというのがとても大事になってきます。今、皆さ
んのお手元に下書きのサンプルがあるのですが、スクール
カウンセラー、教員、そして校長がどんなふうに協働して
いけるかというのを書き出すものです。

なぜこれが重要かというと、もし校長がカウンセラーや
教員がやろうとしている目的というのをきちんと理解して
いなければ、問題解決に到底達しないからです。教員もカ
ウンセラーも、そして校長も同じ目的というのを共有する
必要があるのです。今、お手元にある下書きのサンプルと
いうのは、きちんとした公式のフォーマットになっていま
す。ただほとんどのカウンセラーや教員、校長にとって、
サインまでするようなフォーマルな形式は必要ないと思い
ます。これをお渡ししたのは、校長と来年度の学校の目的
に関して話をするときに、どんなふうに話せばいいかとい
うガイドラインになると思ったからです。

この真ん中の表がありますが、これは先ほどお話した
ASCA のモデルからきています。ただしこれはアメリカ
のモデルです。アメリカでは同じ学校に毎日カウンセラー
がいますので、皆さんとはだいぶ異なってくると思います。
ここに、カウンセラーがそれぞれの項目に関してどのよう
に時間を分配する必要があるかということが書いてあるの
ですが、アメリカではこんなふうにしているんだと参考程
度に思っていただければと思います。

そして次のページは、今日皆さんにやっていただいたア
クティビティと非常に似たものです。まず学校目標です。
たとえば最後のグループは学業キャリアのこと、卒業のこ
となどを学校目標として考えていました。そして計画をた
てるのに役立つ情報を見ていくと、どのような結果がほし
いのかというのが見えてくるはずです。

来年度の学校の仕事に関して、今日の午後やった中から
3 つほど皆さんに持って帰っていただきたいものがありま
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す。ひとつは皆さんが自分自身で目標をどういうふうに立
てるかということ。そしてもうひとつは、その目標に対し
てどんなふうに協働しながら解決していけるかと考えてい
くこと。そして三つめは計画の必要性、その計画というの
がどんなふうにカウンセラー、教員、そして校長に役立つ
ものなのか、ということです。もしそれが可能なら、ぜひ
仕事において、新しい仕事のやり方、試みを考えていただ
ければと思います。

皆さんは元旦に今年はこうしようというような方向を立
てると思いますが、新しい戦略をそのようなものだと思っ
てください。目標を立てて、そしてだれとパートナーを組
むかというのを考え、そして何よりも大事なのは、生徒が
それぞれ支えあうということを引き出すことです。生徒同
士が支えあうという環境にあれば、いじめというのは減り
ますし、より尊敬し合えるそういう土壌が生まれます。そ
して、生徒自身もキャリアの目標を持つということが必要
です。そうすることによって学校にいる理由が自分たちも
分かるようになります。そして同僚のやる気を引き出すよ
うなかかわりというのもいいと思います。教師や、カウン
セラーの人は時にバーンアウトしてしまうことがありま
す。

そして生徒に一番分かってもらいたいのが、高校を卒業

したあとにいろんな選択肢があるのだということです。そ
れは専門学校や大学かもしれないし、もしくは職業訓練校
だったりするかもしれませんが、とにかくいろんな形があ
り、道があり、そのどれひとつも、どれか劣っているので
はなく、それぞれがとても大事な選択肢なのだということ
を生徒に知ってもらうということが大事だと思います。

日本ではスクールカウンセラーという職業というのはま
だまだ新しいものかもしれません。でも今、スライドで示
しているように皆さんの学校の校長が「私たちはスクール
カウンセラーなしで一体何ができるのか？」と思ってくれ
ているといいなと思います。スクールカウンセラーが教員
や校長、そして職員の人たちと手を取りあっていくと、学
校にとってスクールカウンセラーというのが欠かせない存
在になっていくわけです。

締めくくりの言葉として、いつか日本でもスクールカウ
ンセラーがすべての学校に毎日いるということが実現する
ことを願っています。今日は時間が長くなってしまいまし
た。皆さんの熱心なとりくみに心から感謝します。ありが
とうございました。

（司会）
皆さん、本当にありがとうございました。先ほどの皆さ
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んのワークもわたし自身もとても勉強になりましたし、本
日は皆さんのおかげでとても充実した時間が持てたと思っ
ております。改めてキャロルさん、通訳の熊谷さん、それ

から事務局の方々に拍手をしていただいて終わりにしたい
と思います。




